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豊かな魅力ある地域づくりに活かそう新技術

平成２４年１２月２１日
国土交通省中部地方整備局
中 部 技 術 事 務 所

１ 概要
名城大学では、平成２４年度から自然災害リスク軽減研究センターを立ち上げ、２１

世紀型自然災害のリスク軽減の研究を進めています。
そのため、中部技術事務所は、名城大学理工学部建設システム工学科の防災学習の一

環として、東日本大震災などの過去に発生した災害時の対応記録や、中部地方整備局の
災害対策の取り組みを紹介すると共に、中部技術事務所保有の災害対策用機械を実際に
使用して簡単な操作体験をして頂く、学習会を開催いたします。

２ 内容等

日 時：平成２４年１２月２５日（火) １３：３０から１５：４５まで
座 学 13:30～14:15
災害対策用機械の操作体験 14:20～15:45

場 所：中部技術事務所 構内

使 用 機 械：排水ポンプ車、照明車、衛星通信車、対策本部車、待機支援車
分解型バックホウ、投下型水位計

報 道 取 材：学習会全般が取材可能です。

３ 資 料：添付資料

４ 配 布 先：中部地方整備局記者クラブ

５ 問合せ先 国土交通省 中部地方整備局 中部技術事務所

副所長 五十川 俊一 TEL:052-723-5701（代表）
い そ が わ

建設専門官 川口 一彦 FAX:052-723-5707

「エコチュウ」とはエコロジーと中部技術を合わせた愛称です。

中部技術事務所 名古屋市東区大幸南1-1-15
ホームページ http://www.cbr.mlit.go.jp/chugi/

名城大学の防災学習会を開催します！！

中部技術事務所では、名城大学理工学部の防災学習の一環として過去の災害

対応事例の紹介や保有の災害対策用機械の操作体験についての学習会を開催し

ます。



添付資料

防災学習会について

開催日時： 平成２４年１２月２５日（火） １３：３０～１５：４５
実施場所： 中部技術事務所 構内 （座学：庁舎２階会議室、操作体験：屋外訓練スペース）
参加者数： ３５名程度を予定（教員２名含む）
＜学習会スケジュール＞

①座学
１３：３０～１４：１５

②災害対策用機械の操作体験
１４：２０～１５：４５

開催場所



■主要装備品
電源設備： ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発動発電機

４４０V ６０Hｚ ３００KVA

ポンプ設備：水中ポンプ 重さ ３０ｋｇ/台

口径２００ｍｍ １２台

そ の 他 ： 補助照明装置

５００Ｗ×２灯

車体寸法： 全長9.98×全幅2.49×全高3.18ｍ

運転免許： 大型自動車免許

乗車定員： ２名

使用燃料： 軽油(ﾀﾝｸ容量 ４９０L)

台風や大雨による浸水被害が発生したときに

排水作業を行います。機動性を重視し、排水ポ
ンプと発電機を１台の車両に搭載し、ｽﾋﾟｰﾃﾞｨｰ
な排水作業を行い、復旧活動を中部技術事務所
は支援します。

■特 徴

1秒間にバケツ（10リットル）100
杯分に相当する水を排水するこ
とができます。（バケツ100杯分
＝ドラム缶（200リットル）5本分と
同量）

通常は、10ｍの高さまでの水をく
み上げることができます。

ポンプを２台直列につなげること
により、20ｍの高さまで水をくみ
上げることができます。

駆動方式： 前後輪駆動

総排水量： 60ｍ3/min（並列式 揚程10ｍ使用時）

30ｍ3/min（直列式 揚程20ｍ使用時）

連続排水時間： 約８時間（給油１回分）

国土交通省 中部地方整備局

中部技術事務所

排排 水水 ポポ ンン ププ 車車
浸水被害を排水ポンプで軽減します。浸水被害を排水ポンプで軽減します。 揚程揚程1010ｍｍ使用時使用時

6060ｍｍ3/min3/min

■仕 様

●

●

●

中 部 技 術 事 務 所
国 土 交 通 省 中 部 地 方 整 備 局

〒461-0047
名古屋市東区大幸南1-1-15

災害対策機械の窓口
０５２－７２３－５７０１

■主要装備品

国土交通省 中部地方整備局

中部技術事務所

照照 明明 車車

電源設備： ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発動発電機

２２０V ６０Hｚ ２５KVA

照明装置： ﾒﾀﾙﾊﾗｲﾄﾞﾗﾝﾌﾟ ２ＫＷ×６灯

そ の 他 ： カメラ装置

■仕 様

(2kw(2kw××６灯６灯,,２０ｍ級２０ｍ級))

駆動方式： 前後輪駆動

照明灯昇降装置： 伸縮式・屈曲式併用型

ブーム高さ： ２０ｍ

連続照明時間： 約２４時間（給油１回分）

車体寸法： 全長6.62×全幅2.06×全高3.25ｍ

運転免許： 中型自動車免許

乗車定員： ２名

使用燃料： 軽油(ﾀﾝｸ容量 １００＋１１０L)

災害現場をライトで照らし、夜間作業を支援します。災害現場をライトで照らし、夜間作業を支援します。

災害復旧は、夜間や悪天候のな

かでも行われます。視界の悪い状
態では危険が伴い、作業にも支障
をきたします。そこで、十分な明かり
を確保し、安全で迅速に作業ができ
るように、復旧活動を中部技術事務
所は支援します。

■特 徴

６階建てのビルの屋上と同じ高さから照らすこ
とができます。

５０ｍ先で、新聞が読める程度の明るさがあり
ます。

電源供給車としても使用できます。

●

●

●

中 部 技 術 事 務 所
国 土 交 通 省 中 部 地 方 整 備 局

〒461-0047
名古屋市東区大幸南1-1-15

災害対策機械の窓口
０５２－７２３－５７０１

国土交通省 中部地方整備局

中部技術事務所

■主要装備品

照照 明明 車車

電源設備： ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発動発電機

２２０V ６０Hｚ ２５KVA

照明装置： ﾒﾀﾙﾊﾗｲﾄﾞﾗﾝﾌﾟ ２ＫＷ×６灯

そ の 他 ： カメラ装置

■仕 様

(2kw(2kw××６灯６灯,1,1０ｍ級０ｍ級))

駆動方式： 前後輪駆動

照明灯昇降装置： 伸縮式・屈曲式併用型

ブーム高さ： １０ｍ

連続照明時間： 約２０時間（給油１回分）

車体寸法： 全長5.65×全幅1.93×全高2.69ｍ

運転免許： 中型自動車免許

乗車定員： ３名

使用燃料： 軽油(ﾀﾝｸ容量６５＋７０L)

災害現場をライトで照らし、夜間作業を支援します。災害現場をライトで照らし、夜間作業を支援します。

災害復旧は、夜間や悪天候のな

かでも行われます。視界の悪い状
態では危険が伴い、作業にも支障
をきたします。そこで、十分な明かり
を確保し、安全で迅速に作業ができ
るように、復旧活動を中部技術事務
所は支援します。

■特 徴

３階建てのビルの屋上と同じ高さから照らすこ
とができます。

５０ｍ先で、新聞が読める程度の明るさがあり
ます。

電源供給車としても使用できます。

●

●

●

中 部 技 術 事 務 所
国 土 交 通 省 中 部 地 方 整 備 局

〒461-0047
名古屋市東区大幸南1-1-15

災害対策機械の窓口
０５２－７２３－５７０１

■主要装備品
電源設備： ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発動発電機
1111111111１００V ６０Hｚ ７KVA

通信設備： アンテナ装置
ぬぬぬぬぬ有効開口径 １．２ｍφ

簡易画像装置
2222222222映像１ｃｈ 音声２ｃｈ

小型交換装置
ふふフフむ 衛星回線接続数 ４回線

車体寸法： 全長6.37×全幅2.10×全高3.04ｍ

運転免許： 中型自動車免許

乗車定員： ５名

使用燃料： 軽油(ﾀﾝｸ容量 １００L)

■特 徴

日本国内のほぼすべての場所
で通信ができます。

ヘリコプターで撮影した映像も送
信することができます。

鮮明な映像を提供できるほか、
電話、ＦＡＸ等の通信もできます。

駆動方式： 前後輪駆動

連続使用時間： 約２４時間（給油１回分）

国土交通省 中部地方整備局

中部技術事務所

衛星通信車衛星通信車
災害現場の映像をリアルタイムに送信します。災害現場の映像をリアルタイムに送信します。

■仕 様

●

●

●

被害状況の正確な把握が、早期復旧につなが
ります。災害に強い通信衛星を利用し、映像・音
声などで情報を提供します。ｽﾋﾟｰﾃﾞｨｰな情報提
供を行い、復旧活動を支援します。

中 部 技 術 事 務 所
国 土 交 通 省 中 部 地 方 整 備 局

〒461-0047
名古屋市東区大幸南1-1-15

災害対策機械の窓口
０５２－７２３－５７０１
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■主要装備品
電源設備： ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発動発電機

２００V ６０Hｚ １８KVA

通信設備 ： ４００ＭＨＺ帯多重無線

４００ＭＨＺ帯移動無線

１５０ＭＨＺ帯超短波無線

そ の 他 ： 燃焼式ﾄｲﾚ

車体寸法： 全長 8.99×全幅2.49×全高3.66ｍ

拡幅寸法： 全長10.64×全幅6.29×全高3.66ｍ

運転免許： 大型自動車免許

乗車定員： ２名

使用燃料： 軽油(ﾀﾝｸ容量 １５０L)

車体後部を拡幅し室内スペースを確保します。

災害現場の情報収集や、応急対策の指揮を行う
対策本部として活用し、安全で迅速に復旧作業
ができるように、中部技術事務所は支援します。

■特 徴

車体後部を拡幅することにより、
畳1４枚分の現地対策本部室が
できます。

電話、ファックス、無線機など情
報収集に必要な設備を装備し
ています。

駆動方式： 前後輪駆動

連続使用時間： 約２４時間（給油１回分）

国土交通省 中部地方整備局

中部技術事務所

対策本部車対策本部車
現地対策本部として活躍します。現地対策本部として活躍します。 車体拡幅式車体拡幅式

■仕 様

●

●

拡幅後

拡幅前

中 部 技 術 事 務 所
国 土 交 通 省 中 部 地 方 整 備 局

〒461-0047
名古屋市東区大幸南1-1-15

災害対策機械の窓口
０５２－７２３－５７０１

■主要装備品
電源設備： ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発動発電機

１００V ６０Hｚ ６KVA

通信設備 ： ４００ＭＨＺ帯移動無線

仮眠施設 ： ９人分

そ の 他 ： ミニキッチン、燃焼式ﾄｲﾚ

車体寸法： 全長 8.31×全幅2.49×全高3.43ｍ

運転免許： 中型自動車免許

乗車定員： ２名

使用燃料： 軽油(ﾀﾝｸ容量 １００L)

災害現場での現地対策本部のサポートを行うも
ので、会議室、仮眠スペースを確保します。復旧
活動に従事する人達が、安全で迅速に復旧作業が
できるように、中部技術事務所は支援します。

■特 徴

災害時に会議室、仮眠所（最大
９名）として利用できます。

長期活動に必要なトイレ、ミニ
キッチンを装備しています。

駆動方式： 前後輪駆動

連続使用時間： 約２４時間（給油１回分）

国土交通省 中部地方整備局

中部技術事務所

待機支援車待機支援車
災害現場での活動を支援します。災害現場での活動を支援します。 汎用型汎用型

■仕 様

中 部 技 術 事 務 所
国 土 交 通 省 中 部 地 方 整 備 局

●

●

ミニキッチン

仮眠施設

〒461-0047
名古屋市東区大幸南1-1-15

災害対策機械の窓口
０５２－７２３－５７０１

遠隔操作装置： 特定小電力無線
1  実用距離 １５０ｍ

カメラ装置： 特定小電力無線 カラーＣＣＤ
1           実用距離 １５０ｍ

車体寸法： 全長10.12×全幅2.99×全高3.17ｍ

運転免許： 車両系建設機械 運転技能講習
1        （整地・運搬・積込み用及び掘削用）

操縦方法 ： 遠隔操縦および搭乗操縦

標準バケット容量 ： １．０m3 

登坂能力 %(度) ： ７０（３５）

使用燃料： 軽油(ﾀﾝｸ容量 ５２０L)

国土交通省 中部地方整備局

中部技術事務所

分解型バックホウ分解型バックホウ（（1.0m31.0m3，遠隔操縦式），遠隔操縦式）

災害現場へ空輸でき、無人化施工が可能です。災害現場へ空輸でき、無人化施工が可能です。

■仕 様

災害により道路が寸断、制限がされた現場にバックホウを分解
し空輸・陸送が可能です。ラジコン操作にて安全な場所から災害
復旧を行います。カメラを搭載し、リアルタイムに作業状況を映像
提供します。

中 部 技 術 事 務 所
国 土 交 通 省 中 部 地 方 整 備 局

■主要装備品

■特 徴
１３ブロックに分解ができ、空輸ができ
ます。

分解・組立にかかる時間は、分解未対
応型より４．５日短縮できます。

車載カメラで撮影した映像を見ながら、
遠隔操縦ができます。

●

●

●

H23H23 台風１２号の河道閉塞で活躍した機械台風１２号の河道閉塞で活躍した機械

空輸状況（H23台風１２号奈良県にて）

〒461-0047

名古屋市東区大幸南1-1-15

災害対策機械の窓口

０５２－７２３－５７０１

遠隔作業状況（H23台風１２号奈良県にて）

③衛星通信（イリジウム衛星）
を利用し、水位データが伝送
され、監視局にメール配信さ
れる

①ヘリコプターに
吊り下げられ天然
ダムまで輸送される

②水中に投下後、
ブイ（衛星通信装置）と
ケージ（水位計センサー）
が分離し観測を開始する

国土交通省 中部地方整備局

中部技術事務所

投下型水位計投下型水位計
河道閉塞した湛水箇所で定期的に水位を観測します。河道閉塞した湛水箇所で定期的に水位を観測します。

■仕 様

■特 徴

ヘリコプターから投下
し、土砂ダムの湛水位
を連続観測し、監視が
できます。

中 部 技 術 事 務 所
国 土 交 通 省 中 部 地 方 整 備 局

衛星通信装置

ブイ

信号変換器
バッテリー

ケ
ー
ブ
ル
が
繰
り
出
さ
れ
る

ゲージ
水位計センサー

水位計
ケーブル

衛星通信装置

バッテリー
信号変換器 ブイ

水位計
ケーブル

水位計センサー

ゲージ

吊下げ
ロープ

吊下げ
フック

水位計測： 圧力式水位計、計測範囲0～40m

位置計測： GPS受信機

通信回線： イリジウム衛星通信

観測間隔： 通信・計測とも5～1440分で任意設定

重量寸法： 67kg、W500×D500×H1200

稼働時間： 1.5ヶ月（10分毎送信）

〒461-0047                     
名古屋市東区大幸南1-1-15

災害対策機械の窓口
０５２－７２３－５７０１

H23H23 台風１２号の河道閉塞で活躍した機器台風１２号の河道閉塞で活躍した機器

CsUser0
タイプライターテキスト
学習会参加機械

CsUser0
タイプライターテキスト




